


FK一般上級 男子 ７５kｇ以下 準決勝 1 選抜 小5男子 37kg未満 第1回戦 1～5

GKマスターズ中級 ３５～４９男子 ７５kｇ超 決勝 2 選抜 小5男子 37kg未満 第2回戦 6～9

FKマスターズ上級 ５０～５９男子 ７５kｇ以下 決勝 3 選抜 小6男子 40kg以上 第1回戦 10

FK一般上級 男子 ７５kｇ以下 決勝 4 選抜 小5男子 37kg未満 準決勝 11～12

GKマスターズ上級 ４０～５９男子 ７５kｇ以下 決勝 5 選抜 小6男子 40kg未満 準決勝 13～14

FKマスターズ上級 ４０～４９男子 無差別 決勝 6 選抜 小6男子 40kg以上 準決勝 15～16

GK一般上級 男子 ７５kg以下 決勝 7 選抜 小5男子 37kg未満 決勝 17

選抜 小6男子 40kg未満 決勝 18

選抜 小6男子 40kg以上 決勝 19

初心 小２男子 第１回戦 1～3 選抜 中1男子 47kg未満 第1回戦 20～23

初心 小３男子 第１回戦 4～5 選抜 中1男子 47kg以上 第1回戦 24～25

初心 小４男子 第１回戦 6 選抜 中1男子 47kg未満 準決勝 26～27

初心 小２男子 準決勝 7～8 選抜 中1男子 47kg以上 準決勝 28～29

初心 小３男子 準決勝 9～10 選抜 中1男子 47kg未満 決勝 30

初心 小４男子 準決勝 11～12 選抜 中1男子 47kg以上 決勝 31

初心 小５男子 準決勝 13～14 選抜 中2・3男子 53kg以上 決勝 32

初心 小２男子 決勝 15

初心 小３男子 決勝 16

初心 小４男子 決勝 17

初心 小５男子 決勝 18

初中級 小３男子 第１回戦 19～20 本線 延長 再延長

初心 小６男子 準決勝 21～22 一般クラス ２分 ２分 １分

初中級 小２男子 準決勝 23～24 マスターズ ２分 １分

初中級 小３男子 準決勝 25～26

初心 小６男子 決勝 27

初心 中１男子 47kg未満 決勝 28 本線 延長 再延長

初心 中1男子 47kg以上 決勝 29 幼年～中学生 １分半 １分

初中級 小2女子 決勝 30 幼年～中学生（ベスト４より） １分半 １分 １分

初中級 小4女子 決勝 31

初中級 小5女子 決勝 32

初中級 小6女子 決勝 33

初中級 小2男子 決勝 34

初中級 小3男子 決勝 35

試合時間

リアルチャンピオンシップ選抜

※少年クラスは準決勝戦より試合時間変更となります

全真カップ 全東海空手道選手権大会　大会進行
【Aコート】

第１部（一般マスターズ） 第３部（ジュニア）

第２部（ジュニア）

試合時間



FK一般中級 男子 75kg以下 第1回戦 1～2 初中級 小4男子 第1回戦 1～2

FK一般中級 男子 75kg以下 準決勝 3～4 選抜 小5女子 35kg未満 第1回戦 3

FK一般中級 男子 75kg以下 決勝 5 初中級 小4男子 準決勝 4～5

GK一般中級 男子 75kg以下 第1回戦 6 初中級 小6男子 準決勝 6

GK一般中級 男子 75kg以下 準決勝 7～8 選抜 小5女子 35kg未満 準決勝 7～8

GK一般中級 男子 75kg以下 決勝 9 初中級 小4男子 決勝 9

初中級 小5男子 決勝 10

初中級 小6男子 決勝 11

選抜 小3女子 決勝 1 初中級 中2・3男子 53kg未満 決勝 12

選抜 小5女子 35kg以上 決勝 2 初中級 中2・3男子 53kg以上 決勝 13

選抜 中2・3女子 50kg以上 決勝 3 選抜 小1女子 決勝 14

選抜 中2・3男子 53kg未満 決勝 4 選抜 小2女子 決勝 15

初心 幼年（年長） 第1回戦 5～8 選抜 初5女子 35kg未満 決勝 16

初心 小3女子 第1回戦 9 選抜 小5男子 37kg以上 第1回戦 17

初心 幼年（年少・年中） 準決勝 10 選抜 小1男子 準決勝 18～19

初心 幼年（年長） 準決勝 11～12 選抜 小3男子 30kg未満 準決勝 20

初心 小2女子 準決勝 13 選抜 小4男子 32kg未満 準決勝 21～22

初心 小3女子 準決勝 14～15 選抜 小4男子 32kg以上 準決勝 23

初心 幼年（年少・年中） 決勝 16 選抜 小5男子 37kg以上 準決勝 24～25

初心 幼年（年長） 決勝 17 選抜 小6女子 40kg未満 決勝 26

初心 小2女子 決勝 18 選抜 小6女子 40kg以上 決勝 27

初心 小3女子 決勝 19 選抜 中1女子 45kg未満 決勝 28

初心 小1男子 第1回戦 20 選抜 小1男子 決勝 29

初心 小4女子 第1回戦 21 選抜 小3男子 30kg未満 決勝 30

初心 小1男子 第2回戦 22～25 選抜 小4男子 32kg未満 決勝 31

初心 小4女子 準決勝 26～27 選抜 小4男子 32kg以上 決勝 32

初心 小5女子 準決勝 28～29 選抜 小5男子 37kg以上 決勝 33

初心 小1男子 準決勝 30～31

初心 小4女子 決勝 32

初心 小5女子 決勝 33

初心 小1男子 決勝 34

全真カップ 全東海空手道選手権大会　大会進行
【Bコート】

第1部（一般マスターズ） 第３部（ジュニア）

第２部（ジュニア）

リアルチャンピオンシップ選抜



所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

川﨑
カワサキ

　博登
ヒロト

1 2 山田
ヤマダ

　亮
リョウ

誠流塾

A6

③ ⑥

横山
ヨコヤマ

　颯
ハヤテ

全真会館 中部本部 福井
フクイ

　颯
ソウト

斗

② ⑤

江口
エグチ

　大貴
ダイキ

全真会館 名古屋本部7

9

10全真会館 中部本部 福井
フクイ

　涼
リョウト

斗

B2

準決勝

B4

第１部 【全真FK一般の部 上級クラス 男子 ７５㎏以下】(上位１名表彰）

6

12 鉄本
テツモト

　陽
ヒュウガ

向 豊橋中央高校

決勝

11

真正会 伊東
イトウ

　靖
ヤスヒロ

泰

① ④

福井
フクイ

　滝
タキト

斗 全真会館 中部本部

B3

全真会館 中部本部

B1 B5

全真会館 名古屋本部

神野
ジンノ

　晃一
コウイチ

3 4 中西
ナカニシ

　庄
ショウジ

司 げんき塾

A3

1回戦 準決勝 決勝

第1部 【全真FKマスターズの部 上級クラス ４０～４９歳 男子 無差別級】(上位１名表彰）

第１部 【全真FKマスターズの部 上級クラス ５０～５９歳 男子 ７５kg以下】(上位１名表彰）

5 8

決勝

全真会館 名古屋本部

準決勝 1回戦

決勝

全真会館 四日市支部

全真会館 名古屋本部

A2

決勝

決勝

全真会館 四日市支部 嘉志摩
カシマ

　輝
アキラ

14 15 岡野
オカノ

　浩太郎
コウタロウ

17 佐藤
サトウ

　竜
タツオ

男 全真会館 名古屋本部

A5

全真会館 中部本部 荻野
オギノ

　玲
レオ

大

第１部 【全真GKマスターズの部 中級クラス ３５～４９歳 男子 ７５kg超】(上位１名表彰）

A1

A4 13 田中
タナカ

　洋祐
ヨウスケ

第１部 【全真GKマスターズの部 上級クラス ４０～５９歳 男子 ７５kg以下】(上位１名表彰）

全真会館 四日市支部 松本
マツモト

　竜
リュウジ

司 16

第１部 【全真FK一般の部 中級クラス 男子 ７５㎏以下】(上位２名表彰）

優勝

優勝 準優勝

優勝

優勝

優勝

優勝



所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

荻野
オギノ

　玲
レオ

大 23 24 田中
タナカ

　洋祐
ヨウスケ

全真会館 名古屋本部

A7

決勝

全真会館 中部本部

準決勝 決勝 準決勝 1回戦

第１部 【全真GK一般の部 中級クラス 男子 ７５㎏以下】(上位２名表彰）

20 福井
フクイ

　涼
リョウト

斗 全真会館 中部本部

全真会館 中部本部 福井
フクイ

　颯
ソウト

斗 18
21 江口

エグチ

　大貴
ダイキ

全真会館 中部本部 福井
フクイ

　滝
タキト

斗 19

B9 B6

22

B8
B7

第１部 【全真GK一般の部 上級クラス 男子 ７５㎏以下】(上位１名表彰）

横山
ヨコヤマ

　颯
ハヤテ

全真会館 名古屋本部

①

②

③

④

⑤

全真会館 中部本部

優勝

優勝 準優勝

ごあいさつ

各流派・会派の先生 の皆様、選手、保護者の皆様のご協力、また多くの関係者の

ご理解を頂きまして、本日リアルチャンピオンシップ選抜 全真カップ全東海空手

道選手権大会2022を開催することができました。心より厚くお礼申し上げます。

「公平な判定」・「応援マナーの徹底」・「選手の輝ける舞台」をコンセプトに

開催されるリア ルチャンピオンシップ決勝大会へ進む権利を獲得するために、各

地で少年少女拳士による熱い戦 いが繰り広げられておりますが、今大会で2023年

1月開催の決勝大会権利獲得するために、熱い戦いが繰り広げられると予想されま

す。

また一般・マスターズの皆様も日々の稽古で の成果を、思う存分爆発させて、す

べての選手が精一杯悔いのない戦いを魅せていただきたいと 願っております。

最後に、お越しいただいたご来賓の皆様、保護者の皆様、関係者の皆様にお願い

いたします。選手たちのがんばる姿を応援していただけたらと思います。 本日の

大会が、皆様に元気と勇気を与えるものとなることを祈念して挨拶とさせていた

だきます。

全真空手道連盟 全真会館

大会実行委員会



所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

26
B2

決勝

決勝

真正会 福永道場 林
ハヤシ

　咲
　サキ

希 25
B1

決勝

空身館 早川
ハヤカワ

　心
ココナ

和 27
B3

全真会館 名古屋本部 福山
フクヤマ

　由
ユ

真
ミ

第２部 【選抜クラス 小学３年 女子】(上位1名表彰）

第２部 【選抜クラス  小学５年 女子 35㎏以上】(上位1名表彰）

第２部 【選抜クラス 中学２・３年 女子 50kg以上】(上位1名表彰）

決勝

全真会館 中部本部 水谷
ミズタニ

　義
ギ

塁
ル

28
B4

阿部
アベ

　楓
カエデ

全真会館 中部本部

第２部 【初心クラス幼年(年少・年中 男女混合)】(上位1名表彰）
決勝 準決勝

30 岡崎
オカザキ

　湊
ミナト

翔 全真会館 中部本部

全真会館 名古屋本部 林
ハヤシ　ウルフ

　優瑠歩

1回戦

全真会館 中部本部 竹内
タケウチ

　薫
カオル

32

B16 31
29 B10

コムズ庄内通 原田
ハラタ

　鉄平
テッペイ

33
B11 B12

1回戦 準決勝 決勝 準決勝

杉山
スギヤマ

　絢
アヤ

規
ノリ

全真会館 名古屋本部

36 佐藤
サトウ

　湊
ソウワ

和 全真会館 名古屋本部

B5 B7

35 39

37 安井
ヤスイ

　研
ケンゴウ

豪 全真会館 名古屋本部

大井塾 寺本
テラモト

　龍
リュウジ

次 34 B17 38

寺本
テラモト

　七海
ナナミ

久保田
クボタ

　彬
アキト

斗 全真会館 中部本部

第２部 【初心クラス幼年(年長 男女混合)】(上位２名表彰）

決勝 準決勝

B6 B8
全真会館 名古屋本部 井上

イノウエ

　柔
ヤワラ

楽

全真会館 名古屋本部 濱田
ハマダ

　侑
ユ

璃
リ

40 B13

B18 42 大井塾

第２部 【初心クラス　小学２年 女子】(上位１名表彰）

41 山口
ヤマグチ

　恵
エマ

舞 コムズ庄内通

第２部 【選抜クラス 中学２・３年 男子 53kg未満】(上位１名表彰）

優勝★

優勝★

優勝★

優勝★

優勝

優勝 準優勝

優勝



所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

準決勝 決勝 準決勝 1回戦

第２部 【初心クラス 小学３年 女子】(上位2名表彰）

45 古川
フルカワ

　瑞穂
ミズホ

全真会館 四日市支部

全真会館 中部本部 松岡
マツオカ

　優
ユリカ

莉佳 43
B15

B14 46 伊藤
イトウ

　澪
ミオリ

李

タパ　ユーラギ

真正会 力動会館

真正会 福永道場 大西
オオニシ

　優
ユウナ

菜 44 B19 B9

47 橋本
ハシモト

　結子
ユイコ

大井塾

大井塾

準決勝 決勝 準決勝 1回戦

50

鈴木
スズキ

　日向
ヒナタ

全真会館 中部本部

全真会館 四日市支部 米田
コメダ

　悠
ユウリ

莉 48
B27

B26 51 川﨑
カワサキ

　望
ミユ

結 全真会館 四日市支部

拳進会

第２部 【初心クラス 小学４年 女子】(上位2名表彰）

準決勝 決勝 準決勝

寺本
テラモト

　依
イマリ

莉 49 B32 B21

52

全真会館 四日市支部 古川
フルカワ

　千早
チハヤ

54 B33 56 水木
ミズキ

　結衣
ユイ

全真会館 名古屋本部

第２部 【初心クラス  小学５年 女子】(上位2名表彰）

全真会館 名古屋本部
ティン タマン スンニマ 53 55 飯塚

イイヅカ

　結菜
ユイナ

拳進会

B28 B29

2回戦 準決勝 決勝 準決勝 2回戦 1回戦

古川
フルカワ

　源
ハジメ

全真会館 四日市支部

全真会館 名古屋本部 石渡
イシワタリ

　蓮
　レント

人 57 B24

B22 62 清水
シミズ

　貴
アツヒト

仁

63
真正会 福永道場 59 B34

B25

61

真正会 力動会館

杉山
スギヤマ

　昂
コウセイ

誠 全真会館 名古屋本部

朝熊
アサクマ

　総
ソウスケ

介 真正会 福永道場

拳進会 鈴木
スズキ

　咲
サ

久
ク

58
B30 B31

崔
サイ

　韶
ショウブン

文 60 B20

65 三宅
ミヤケ

　星
セナ

那

B23 64

71
68 A3

69 進
シン

士
ジ

　裕真
ユウマ

全真会館 四日市支部

二宮
ニノミヤ

　藤
トウ

馬
マ

第２部 【初心クラス 小学１年 男子】(上位2名表彰）

1回戦 準決勝 決勝 準決勝 1回戦

第２部 【初心クラス 小学２年 男子】(上位2名表彰）

拳進会

大西
オオニシ

　唯
ユイト

斗

コムズ庄内通

コムズ庄内通

山田
ヤマダ

　幸村
ユキムラ

真正会 福永道場

全真会館 四日市支部 米田
コメダ

　紳
シンイチロウ

一郎 66 A2

A7
70

A15

原田
ハラタ

　涼平
リョウヘイ

真正会 力動会館

真正会 力動会館 山本
ヤマモト

　悠
ユウリ

琳 67 A8

A1

拳進会 織田
オダ

　直太郎
ナオタロウ

72

優勝 準優勝

優勝 準優勝

優勝 準優勝

優勝 準優勝

優勝 準優勝



所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

準決勝 1回戦

第２部 【初心クラス 小学３年 男子】(上位2名表彰）

全真会館 名古屋本部 石渡
イシワタリ

　煌
　コウキ

己 73 76

1回戦 準決勝 決勝

今町
イママチ

　真
マナト

士 全真会館 中部本部

A9 A10
インパクト空手道場 加藤

カトウ

　遥
ハルト

人 74 77 森
モリ

　一翔
カズト

コムズ庄内通

A4 A16 A5

コムズ庄内通 山口
ヤマグチ

　直
ナオキ

起 75 78 樋江井
ヒエイ

　敢太
カンタ

全真会館 名古屋本部

小島
コジマ

　毅
タカト

大 コムズ庄内通
全真会館 名古屋本部

準決勝 決勝 準決勝 1回戦

81 青山
アオヤマ

　拓生
タクミ

A6

83 川口
カワグチ

　和馬
カズマ

全真会館 名古屋本部

全真会館 中部本部
バラン　ダニエル 79

A12
A11 82

87 石部
イシベ

　哲平
テッペイ

全真会館 名古屋本部

第２部 【初心クラス 小学４年 男子】(上位２名表彰）

準決勝 決勝 準決勝

畑山
ハタヤマ

　侑
ユウタロウ

太朗 80 A17

A13 A14

真正会 力動会館 永田
ナガタ

　航
コウ

世
セイ

85 A18

コムズ庄内通 坂井田
サカイダ

　颯人
ハヤト

真正会 力動会館

第２部 【初心クラス 小学５年 男子】(上位２名表彰）

全真会館 四日市支部 日置
ヒオキ

　悠
ユウシン

心 84 86 前田
マエダ

　操
ソウスケ

佑 真正会 力動会館

89 A27 91

準決勝 決勝 準決勝

第２部 【初心クラス 小学６年 男子】(上位２名表彰）

決勝

拳進会 西村
ニシムラ

　瑠
ルイ

92 93 石澤
イシザワ

　蒼
ソラ

空

90 山添
ヤマゾエ

　叶
カナト

翔

真正会 力動会館

A29

冨田
トミタ

　春
ハルト

翔 真正会 福永道場

A21 A22

大井塾

第２部 【初心クラス 中学１年 男子 47kg未満】(上位１名表彰）

第２部 【初心クラス 中学１年 男子 47kg以上】(上位１名表彰）

88

伊藤
イトウ

　蒼真
ソウマ

瀬戸口
セトグチ

　晴
ハル

大井塾

A28

決勝

全真会館 中部本部 松岡
マツオカ

　優
ユキヤ

輝也 94 95 宮﨑
ミヤザキ

　海
カイ

成
セイ

大井塾

第２部 【初中級クラス　小学２年 女子】(上位１名表彰）

拳王塾

A30

決勝

大井塾 伊地知
イジチ

　咲
サワ

羽 96 97

優勝 準優勝

優勝 準優勝

優勝 準優勝

優勝 準優勝

優勝

優勝

優勝★



所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

原
ハラ

　未来
ミライ

98 99 唐澤
カラサワ

　琉
ル

花
カ

真正会 福永道場

A31

決勝
第２部 【初中級クラス 小学４年 女子】(上位１名表彰）

決勝

全真会館 四日市支部 森
モリ

　瑚華
コハル

100 101 福井
フクイ

　美
ミサト

咲斗 全真会館 中部本部

A32

拳王塾

全真会館 名東教室

A33

第２部 【初中級クラス  小学５年 女子】(上位１名表彰）

第２部 【初中級クラス 小学６年 女子】(上位１名表彰）
決勝

コムズ庄内通 伊藤
イトウ

　杏奈
アンナ

102 103 松岡
マツオカ

　寧音
ネネ

桜武会 半田支部 金原
キンバラ

　優
ユウシン

心

A23

準決勝 決勝 準決勝

拳王塾 小口
コグチ

　昂
コウ

大
ダイ

104 106 吉田
ヨシダ

　悠
ユウタ

汰 大井塾

105 107 竹山
タケヤマ

　遥
ハルト

仁

A24

A34 真正会 福永道場

1回戦 準決勝 決勝 準決勝 1回戦

真正会 福永道場 唐澤
カラサワ

　璃
リヒト

士 108

A25 A26
祐心会 尾張旭支部 小髙

コダカ

　悠
ハル

109 112

113 武藤
ムトウ

　颯
ソウスケ

助 真正会 福永道場

111 髙比良
タカヒラ

　歩
アユム

結 大井塾

細野
ホソノ

　雄
ユウセイ

聖

第２部 【初中級クラス 小学２年 男子】(上位２名表彰）

第２部 【初中級クラス 小学３年 男子】(上位２名表彰）

仰拳塾

A19 A35 A20

真正会 福永道場 福岡
フクオカ

　隼
シュンジロウ

次朗 110

優勝★

優勝★

優勝★

優勝★ 準優勝

優勝★ 準優勝



所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

119 北川
キタガワ

　蓮
レン

空身館

B1 B9 B2

拳王塾 瀬戸口
セトグチ

　翔
ショウ

116

原
ハラ

　健
ケント

彪 真正会 地主道場

B4 B5
空身館 金谷

カネヤ

　凌
リク

空 115 118 石澤
イシザワ

　翔
ショウ

大井塾

126

1回戦 準決勝 決勝 準決勝 1回戦

第3部 【初中級クラス 小学５年 男子】(上位１名表彰）

真正会 福永道場 朝熊
アサクマ

　俊介
シュンスケ

114

決勝

宮﨑
ミヤザキ

　晧
コウダイ

大 大井塾我導会 瑞穂支部 大倉
オオクラ

　悠
ユウガ

雅 125
B12

第3部 【初中級クラス 小学４年 男子】(上位２名表彰）

決勝

大井塾 髙比良
タカヒラ

　湊
ミナト

翔 120 121 小林
コバヤシ

　優
ユウト

斗 拳勝会館 丹陽支部

B10

117

禅定界

第3部 【初中級クラス 小学６年 男子】(上位１名表彰）

第3部 【初中級クラス 中学２・３年 男子 53kg未満】(上位１名表彰）

決勝 準決勝

123 齋藤
サイトウ

　継
ツグヤ

矢 真正会 力動会館

全真会館 四日市支部 進
シン

士
ジ

　千真
カズマ

全真会館 名古屋本部 福山
フクヤマ

　傑
ケツゲン

元 127 128 浜西
ハマニシ

　瞬
シュンヤ

也

124 加藤
カトウ

　修
シュウヤ

也

122 B6

B11

真正会 力動会館

B13

第3部 【初中級クラス 中学２・３年 男子 53kg以上】(上位１名表彰）

決勝

空身館 本村
モトムラ

　結
ユイカ

華 129 130 坂本
サカモト

　実
ミサキ

咲

決勝

ノーティーカラテアカデミー 髙
タカ

木
キ

　彩
ア

也
ヤ

華
カ

131 132 金谷
カネヤ

　瑠
ル

夏
ナ

空身館

B15

第3部 【選抜クラス 小学１年 女子】(上位１名表彰）

第3部 【選抜クラス　小学２年 女子】(上位1名表彰）

真正会 福永道場

B14

決勝

優勝★

優勝★ 準優勝

優勝★

優勝★

優勝★

優勝★

優勝★



所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

140林
ハヤシ

　栞
　カンナ

名真正会 福永道場

第3部 【選抜クラス 中学１年 女子 45㎏未満】(上位1名表彰）

小林
コバヤシ

　侑
ユウノスケ

ノ介

光武会館 大門
オオカド

　夏
ナツ

輝
キ

134

善行塾 原田
ハラダ

　樹
イツキ

142

静空塾 総本部

準決勝 決勝 準決勝 1回戦

第3部 【選抜クラス  小学５年 女子 35㎏未満】(上位２名表彰）

135 吉田谷
ヨシダヤ

　蘭
ラン

空身館
全真会館 中部本部 荻野

オギノ

　心
ココ

子 133
B8

B7 136 瀧
タキ

　あおい 武神 佐藤道場

B16 B3

137 山本
ヤマモト

　怜
レイ

奈
ナ

全真会館 中部本部

141 武藤
ムトウ

　夢乃
ユメノ

無心拳

B27

決勝

輪道会 河和支部 山下
ヤマシタ

　美
　ミオン

音 138 139 畠山
ハタケヤマ

　結衣
　　ユイ

決勝

143 平原
ヒラバル

　輝
ヒカリ

遂心塾

B28

 第3部 【選抜クラス 小学６年 女子 40kg未満】(上位1名表彰）

第3部 【選抜クラス 小学６年 女子 40kg以上】(上位1名表彰）

宮野道場 茨木支部

B26

決勝

準決勝 決勝 準決勝

全真会館 名古屋本部 福山
フクヤマ

　傑
マサウ

友 144 高田
タカダ

　優
ユウゲン

玄 栄神会

B18 B19

極真館 京都支部 吉田
ヨシダ

　啓
ヒロト

人 145 B29 147 祐心会 尾張旭支部

第3部 【選抜クラス 小学１年 男子】(上位2名表彰）

決勝 準決勝

149 小林
コバヤシ

　侑
　ユウタ

太 祐心会 尾張旭支部

B20

B30

146

150 牧
マキ

　知樹
トモキ

桜武会 半田支部

第3部 【選抜クラス 小学３年 男子 30kg未満】(上位１名表彰）

準決勝 決勝 準決勝

白坂
シラサカ

　聖
セイマ

馬 148

郷英館空手道 鈴木
スズキ

　珀
ハク

152 B31 154 大場
オオバ

　蓮
レン

世界闘英館

第3部 【選抜クラス 小学４年 男子 32㎏未満】(上位２名表彰）

桜武会 半田支部 磯部
イソベ

　隆哉
リュウヤ

151 153 山下
ヤマシタ

　玲
レオン

音 輪道会 河和支部

B21 B22

優勝★ 準優勝★

優勝★

優勝★

優勝★

優勝★ 準優勝★

優勝★

優勝★ 準優勝★



所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

拳王塾 177

本田
ホンダ

　晃
コウキ

希静空塾 総本部 155

牧山道場 梶原
カジハラ

　蒼
ソウスケ

介 176

179 髙須
タカス

　晴
ハルシ

至

遂心塾178 渡部
ワタナベ

　絢
アヤト

斗

峰武塾

A13 A14

竹中
タケナカ

　颯
ソウタツ

起

182 小田
オダ

　朝陽
アサヒ

琉神會

156 石川
イシカワ

　隆
リュウキ

輝 七州会

B23

B32 157 白坂
シラサカ

　大
タイガ

翔 静空塾 総本部

第3部 【選抜クラス 小学４年 男子 32㎏以上】(上位１名表彰）

1回戦 2回戦 準決勝 決勝 準決勝 2回戦 1回戦

決勝 準決勝

164 坂田
サカタ

　陽
ハルキ

輝 真正会 福永道場

誠真会館 ひばりが丘道場 木下
キノシタ

　和哉
カズヤ

158
A8

A6

A12

165 赤峯
アカミネ

　奏
ソウタ

太 空身館

空身館 北川
キタガワ

　凌
リク

久 159

A11

A3

A1 166 藤原
フジワラ

　海
カイリ

璃 斯誠塾
ノーティーカラテアカデミー 山根

ヤマネ

　蓮
レンタ

太 160
A17 167 坂本

サカモト

　蓮
レン

太
タ

真正会 福永道場

祐心会 尾張旭支部 熊谷
クマガイ

　明
ハルト

斗 161 A4

A7
A9

168 牧村
マキムラ

　哲
アキト

杜

163 A5

170 久野
クノ

　敬太
ケイタ

A2 169 西村
ニシムラ

　倭
ヤマト

秀憧塾

真正会 福永道場 福岡
フクオカ

　尚之助
ショウノスケ

極真会館 浜井派 愛知石川道場

第3部 【選抜クラス 小学５年 男子 37kg未満】(上位４名表彰）

準決勝 決勝 準決勝 1回戦

第3部 【選抜クラス 小学５年 男子 37kg以上】(上位２名表彰）

郷英館空手道

郷英館空手道 林
ハヤシ

　玲
　　レイジ

志 162

173 藤本
フジモト

　光
ヒカ

輝
ル

牧山道場 

栄神会 大野
オオノ

　光
ミツ

希
キ

171
B25

B24 174 吉田
ヨシダ

　昌敏
マサトシ

大井塾
白蓮会館 天満支部 勝村

カツムラ

　柘
タクト

斗 172 B33 B17

175 山田
ヤマダ

　結
ユイノシン

乃進 インパクト空手道場

第3部 【選抜クラス 小学６年 男子 40㎏未満】(上位２名表彰）

準決勝 決勝 準決勝 1回戦

第3部 【選抜クラス 小学６年 男子 40㎏以上】(上位２名表彰）

A18

準決勝 決勝 準決勝

大井塾 伊地知
イジチ

　大雅
タイガ

180
A16

A15 183 小林
コバヤシ

　蒼
ソウスケ

侑 祐心会 尾張旭支部

栄神会 重村
シゲムラ

　來
ライル

良 181 A19 A10

184 駒田
コマダ

　來
ライ

星
セイ

松武館空手道　高野尾支部

優勝★ 準優勝★

優勝★

優勝★ 準優勝★ 第３位★ 第３位★

優勝★ 準優勝★

優勝★ 準優勝★



所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

所属 氏名 ゼッケン ゼッケン 氏名 所属

A32

全真会館 中部本部 200 笹山
ササヤマ

　優太
　ユウタ

中村
ナカムラ

　裕二
ユウジ

199 ジャパンカラテキッズクラブ

決勝

1回戦 準決勝 決勝 準決勝 1回戦

宮野道場 本部 塩見
シオミ

　琉
リュウト

斗 185 189 小林
コバヤシ

　祐太
ユウタ

誠真会館 ひばりが丘道場

A20 A22

小阪会館 中村
ナカムラ

　碧
リクト

斗 186
A26 A27

190 吉田谷
ヨシダヤ

　徠
ライト

翔 空身館

拳王塾 野口
ノグチ

　和輝
カズキ

187 A30 191 彦坂
ヒコサカ

　飛
ヒュウガ

冴 善行塾

第3部 【選抜クラス 中学１年 男子 47kg未満】(上位２名表彰）

1回戦 準決勝 決勝 準決勝 1回戦

A21 A23

拳進会 飯塚
イイヅカ

　祐斗
ユウト

前倉
マエクラ

　颯
ソラ

空 インパクト空手道場188 192

池戸
イケド

　翔
ショウマ

優 武神 佐藤道場

全真会館 四日市支部 坂倉
サカクラ

　虎太郎
コタロウ

193

A28 A29
拳進会 織田

オダ

　幸之助
コウノスケ

第3部 【選抜クラス 中学１年 男子 47kg以上】(上位２名表彰）

第3部 【選抜クラス 中学２・３年 男子 53kg以上】(上位１名表彰）

極真会館 浜井派 愛知石川道場 久野
クノ

　稜
リョウタ

太 195 198 小林
コバヤシ

　凌
リョウヤ

也

A24 A31 A25
拳勝会館 丹陽支部

194 197

196 東口
ヒガシグチ

　奏
　カナタ

全真会館 福島本部

優勝★

優勝★ 準優勝★

優勝★ 準優勝★優勝★ 準優勝★



延長 再延長 上段膝蹴り
片手掴
み引掛け

両手掴
み引掛け

上段へ
の蹴りポ
イント

片手押し 両手押し

２分 ２分

１分

1分

１分 １分

※（全クラス）最終延長戦の場合マストシステムでどちらか勝者となる。
※（ジュニアのみ）上段への蹴り技が、相手のノーガードの箇所に、的確にクリーンヒット場合、ダメージの有無を審判が判断して技ありが
　　与えられる。また、中段、下段に関しては、的確にヒットし、ダメージの有無を審判が判断して技ありが与えられる。
　　（ダメージが強い場合は一本を取る場合ある。ガードしていてもダメージが強い場合、技ありまたは一本とする。）
※（ジュニアのみ）フェイスシールドにかするくらいの蹴りは技ありではない。
※（ジュニアのみ）中段（上段）前蹴りにより背中から転倒した場合も技ありとする。（ガードしていても）
※（ジュニアのみ）初心クラスでボディの攻撃によるダメージを見極めて、早々に技ありを宣告する。
※（ジュニアのみ）試合途中嘔吐した場合は続行不可能として負けとする。

→ 無し。反
則とな
る。

１分半

１分半

試合時間 ルール

一般上
級男子
のみ有り
※それ以
外のクラ
スは無し
で反則と
なる。

GKクラス
の場合の
み一瞬。そ
れ以外は
反則とな
る。 無し。反

則とな
る。

無し。反
則となる

２分

◆全真会館大会ルール表　◆2022年3月改訂版　

本選

幼年～中学生
（ベスト４より）

無し※技
あり・一
本のみと
する。

攻撃につ
ながる一
瞬片手
の押しか
らの攻撃
は認める

マスターズ

２分

幼年～中学生

→

一般クラス

組手試合の勝者は、一本勝ち、判定勝ち、相手の反則ないし失格による勝ちにより決定する。反則箇所を除いた部分に、

突きや蹴りを、相手の防御されていないところを狙って、いかに的確に攻撃を決めるかを最優先にして優劣を競うフルコ

ンタクトカラテルールを採用する。※ジュニアクラスはリアルチャンピオンシップルールに準ずる。

（１）一本勝ち

相手がダウンしたり、一時的にでも戦意を喪失した場合。

（２）技有り

一瞬のダウンの場合。また的確にか相応の打撃が入って相手の動きがダメージにより一瞬とまった場合。

（３）ＴＫＯ（テクニカル・ノックアウト）選手は、以下の場合にＴＫＯ（テクニカル・ノックアウト）となる。

（ａ）選手の一方が著しく優勢な場合は、主審の判断により、試合終了を待たずに勝者を

決定することができる。（レフェリーストップ）

（ｂ）選手が負傷や大きなダメージにより大会医師が試合続行不可能と判断した場合。（ドクターストップ）

（４）判定勝ち

試合時間内に一本勝ちやＴＫＯ、失格で勝敗が決まらなかった場合は審判団の判定により勝敗を決する。

どちらかの選手が、審判団数の過半数以上の賛同を得た場合に勝利となる。それ以外は引き分けとする。

●選手または所属する団体の責任者はならびにその関係者、保護者は審判員の宣告に対して不服・異議を申し立てる
事はできない。

●本大会規定に定められていない問題が生じた場合、大会役員、審判長、審判員、及び試合審議役の合議によって

これを処理するものとする。



●反則に関する注意事項

反則には注意１が与えられ、注意2で減点となる。

さらに反則をした場合、注意１、さらに反則した場合は注意2、減点。あわせて減点2となり失格となる。（反則はすべての反則行為合算とする）

※反則の種類や度合い、悪質であると判断された場合には、注意を通り越して減点、もしくは失格となる場合もある。

●反則

◎危険行為（基本的な反則の取り方をするが、審判員が悪質な反則とみなした場合、一発で減点を取る可能性もある。）

①蹴り以外（一般男子上級クラス以外の上段への膝蹴りは反則）の顔面及び喉への殴打。

（手、肘、腕、による首から上への攻撃。首への攻撃は反則となる。有効技以外による殴打。）故意であるなしに関わらず、厳しく注意をとる。

②頭突きによる攻撃。

③男子選手の金的への攻撃。及び、女子選手の下腹部への攻撃。

但し、男子の出場選手には金的ファールカップ、女子の出場選手にはアンダーガード・女子用ファールカップの着用を義務付ける。

女子選手の下腹部とは、帯から下（ヘソから下）から足の付け根の辺りまでの鼠蹊部（ソケイブ）の事をいう。

カップやアンダーガード着用の上で金的や下腹部への攻撃を受けた場合、反則した選手に注意が与えられ、ダメージのある選手には、休憩時間を与える措置をとる。

カップやアンダーガードの着用義務を怠り、金的や下腹部への攻撃を受けた場合は、反則した選手に注意が与えられるが、ダメージが大きくて試合を続行出来ない

時は、自己の不注意による試合続行不可能として相手選手の勝ち扱いとなる場合もある。

④一般男子上級クラス以外での上段への膝蹴り。

⑤倒れた相手へ直接打撃を加えたとき。

⑥関節部分に関節技、あるいは首への締め技をかけること。

⑦背後からの攻撃

相手選手が完全に無防備に後を向いてしまった場合に攻撃してはいけないが、自ら後を向いてしまった選手には戦意放棄と見なし「場外」と同じ扱いの注意が

与えられる。

⑧試合終了、あるいは主審の止めのコール後や相手が場外に出たのに攻撃すること。

但し、プロテクターが外れたり、あるいは場外になるときに、気を抜いて相手の攻撃によりダメージを受けた場合は、審判の判断により、技有り、又は一本になる

場合もあるので絶対に気を抜かないこと。試合中に気を抜いた選手には、戦意放棄と見なした警告が与えられる。

⑨全クラスでの大腿部（太もも）または、ふくらはぎに中足、足刀、足裏による正面・外側面への攻撃、または内側への攻撃

⑩全クラスでの膝関節に中足、足刀、足裏、かかとによる正面・外側面への攻撃、または内側への攻撃

◎掴み等に関わる反則について※ジュニアクラスは掴み・ひっかけはすべて反則となる。

①両手による掴み。

一般・マスターズ掴みありルールにおいて、片手による掴みは、攻撃のための瞬間的なものを認めるが、それ以外は反則とする。両手による掴みは首相撲も含む。

掴みについては、片手で技を出す為の手段としてのみ行うものを認める。一秒を超える掴みは、反則とする。一瞬の掴みにおいて掴む部位は、帯より上の上半身

部分において認める。但し、道衣の背中部分に対する掴みは反則とする。

引っ掛けに関しては、全て開手のみで行う事とする。一瞬の引っ掛けに関しては、手刀、背刀、背手、掌手の部分（手首の折れ曲る部分から先の部分）で一瞬のみ認

める。手の平部分での頭部に対しての打ち込み、押さえ込み、引っ張り込みについては反則とする。但し、一瞬の技を出す為の引っ掛けは有効である。手首（折れ曲

がる部分）から肘の間で瞬時でも、引っ掛けると抱え込みとなり反則となる。

②両手で相手を掴んで投げること。

但し、片手で袖口を掴んで足払いをかけて倒して決めた上、残心を取った場合や崩して突き・蹴りを入れた場合は判定材料で有効となる。

（瞬間的に技を掛けないと掴みの反則となる）

③掌底で相手を押す行為。相手の腕を押さえる行為や、拳で相手を押さえる行為もこれに含む ※ただし一瞬の片手押しからの攻撃は認めるものとする。

④胸を付ける行為は反則とする。

⑤頭を付けての打合いは反則とする。悪質な場合は即、減点とする。

◎その他の違反行為に関わる反則

①故意に場外に逃げること。（場外注意）

②技の掛け逃げは、反則として注意をとる。

自分が技を掛けた後、倒れ込んでしまう様な技（回転胴回し蹴り等）は相手選手が反撃できない為、倒れ込んだ時に受けを行い、決めを入れる事により技有りには

ならないが判定材料で有効と成る。但し、相手の攻撃が効いた時など、苦し紛れや休む為に出した場合「掛け逃げ」と判断する。

技の掛け逃げに関しては、注意２で減点１とするが、故意であると主審が判断した場合や悪質な場合は、ただちに減点になる場合もある。

③過度な反則のアピールは、度が過ぎると注意、減点の対象となる。

選手は武道である空手の大会に出場しており、勝つためだけに相手選手の微少な反則（軽く手が顔に触れただけや、軽い金的攻撃で大げさに痛がる等）を過剰に

反則を審判にアピールする行為は非常に見苦しく、空手道精神に反する。もちろん反則行為を容認するものないが、節度のある対応を希望する。
④審判員の指示に従わなかったり、選手として相応しくない態度、及び言動をとること。
⑤相手選手を中傷するような掛け声や、野次などをとばした場合、選手に注意や減点が与えられることがある。
⑥以上の他、審判員が特に反則と見なしたとき。

●失格
① 試合中、審判員の指示に従わない時。
② 出場時刻に遅れたり、出場しない時。
③ 見合ったままの状態で３０秒以上経過した時。 この場合は戦意なしとして、双方失格となる。
④ 粗暴な振る舞い、悪質な試合態度とみなされた時。
⑤ 減点を２回重ねた時。（ただし、減点１を取られた場合の後の、悪質で危険な反則行為は即減点２となり失格となる場合もある。）
⑥ 反則攻撃により、相手選手が負傷して試合続行不可能になった場合。

●ドクターストップについて
選手の一方が著しく優勢の場合や主審が必要であると判断した場合には、試合終了を待たずして試合をストップして裁く事がある。
選手が負傷のため、試合を続行することができない場合には、次の項目によって勝敗を決定する。
①負傷の原因が相手の反則による場合は、故意・偶発性にかかわらず反則者の負けとする。

（負傷者が出た場合、試合を継続させるかどうかは大会医師の判断で、試合の勝敗に関する事は、審判長・審判員・監査役が協議の上、決定する。）
②負傷の原因が負傷者自身の不注意による場合は、負傷をした方の負けとする。
（負傷者が出た場合、試合を継続させるかどうかは大会医師の判断で、試合の勝敗に関する事は、審判長・審判員・監査役が協議の上、決定する。）

※膠着状態、或いは場外際等できわどい状況で、主審が“止め”または“場外”などのコールを宣告して、ブレイクに入る状態を待たずにガードを下げ戦闘状態を
解いてしまった場合、その瞬間に攻撃を受けて負傷しても、②が適用されるので、競技者は注意すること。

●Ｔシャツ・装飾品・テーピングについて
①選手は身体に下着（シャツやＴシャツの着用は女子のみ認めるものとする。男子は不可とする）、空手着、各クラスで認められた装着義務のあるプロテクター
（中学クラスのインナーチェストも含む）、サポーターやグローブ類以外の物を付けてはならない。男子は体の傷等を隠すための、Ｔシャツ等の着用は主催者の
了解した選手のみ認める。
②大会ドクターが認めたテーピング等は、この限りではない。アクセサリー・指輪等は必ず外さなければ試合を行う事はできないものとする。

●全クラス体重別クラスでの測定規定について
規定の体重よりオーバーしている場合は、1ｋｇ未満減点１となる。1kｇ以上オーバーは失格。



●各自用意 ○主催者用意 △任意着用 ×着用無し

拳 ヒザ スネ インナーチェスト スポーツブラ・パット Tシャツ ファールカップ アンダーガード ヘッドガード マウスガード 飛沫防止フェイスシールド 飛沫防止マスク

一般男子上級 × ●（布製） × × × × ● × × △ × ●

一般男子中級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） × × × ● × × △ × ●

一般男子初中級・初級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） × × × ● × △（主催者用意） △ × ●

マスターズ男子中級・上級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） × × × ● × △（主催者用意） △ × ●

マスターズ男子初級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） × × × ● × △（主催者用意） △ × ●

一般女子上級 × ●（布製） × ● × △ × ●

一般女子中級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） ● × △ × ●

一般女子初中級初級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） ● △（主催者用意） △ × ●

マスターズ女子中級・上級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） ● △（主催者用意） △ × ●

マスターズ女子初級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） ● △（主催者用意） △ × ●

中学生男子 ●（拳サポーター） △ ●（布製） ●（規定） × × ● × ●（規定） △

中学生女子 ●（拳サポーター） △ ●（布製） ●（規定） × ● ●（規定） △

小学生男子 ●（拳サポーター） △ ●（布製） ●（規定） × × ● × ●（規定） △

小学生女子 ●（拳サポーター） △ ●（布製） ●（規定） × ● ●（規定） △

幼年（男女） ●（拳サポーター） △ ●（布製） ●（規定） × ※女子のみ着用 △ △ ●（規定） △

※一般・マスターズのクラスはマスク着用で試合行います。（故意にマスクをずらしたり、外したりした場合は注意を宣告する場合あり）

●拳（中学生までは布製拳サポーター・高校生以上は指が出るパンチンググローブ。※ＭＭＡ用のグローブは不可） ●男子ファールカップは下記タイプで、各自用意し必ず道衣の下に着用してください。また消耗しすぎている防具の使用は不可とします。

※拳頭部へのバンテージ・テーピングは禁止となります。 ●女子クラスの選手はアンダーガードまたは女子用ファールカップを任意着用となります。 ※小学3年生女子まではアンダーガードまたは女子用ファールカップを任意着用となります。

●すねパット・ひざパットは、すね及び足甲部、ひざのそれぞれをカバーするものであれば各自用意したもので可とします。（硬質ゴムやプラスティック等の硬質の物の使用は禁止です。） ●中学生までの男女は指定のインナーチェスト（イサミ製l-8303・マーシャルワールド製CP11・リアルチャンピオンシップ公認チェストプロテクター着用となります。（各自用意）

※今大会新型コロナ感染予防のため、普段使用している上記メーカー以外のインナーチェストの着用を認めます。

●高校生以上の女子選手はインナーチェストまたはスポーツブラ任意装着です。

※硬質性のスポーツブラまたはインナーチェストは使用できません。

●中学生までのヘッドガードは下記規定のヘッドガード（イサミSS45・イサミTT45・イサミ CKW-35・リアルチャンピオンシップオリジナルヘッドガード）を使用

※今大会はジュニアクラスはマスクまたは飛沫防止フェイスシールド着用で試合行います。
※下記画像のフェイスシールドはイサミ製SS45・TT45またはリアルチャンピオンシップヘッドガード専用です。

※こちらリアルチャンピオンシップ指定新型
も使用OKです。

※今大会は新型コロナウィルス感染予防のため、普段稽古で使用しているヘッドガードを持参してもらっても大丈夫です。なお下記のような面有ヘッドガードの面は外してください。面を外してマスク着用であればOKです。
　

※こちらタイプのヘッドガードも使用OKです。

●（どちらか使用）

△（どちらか任意着用）

△（どちらか任意着用）

△（どちらか任意着用）

●（女子用どちらか使用）

●（どちらか使用）

●（どちらか使用）

△（どちらか任意着用）

●（女子用どちらか使用）

●（女子用どちらか使用）

◆全真会館大会防具規定表◆2021年12月改訂版

※新型コロナ感染予防につき、若干規定の変更があります。

●（女子用どちらか使用）

●（女子用どちらか使用）

●（女子用どちらか使用）

●（女子用どちらか使用）

△（どちらか任意着用）

●（どちらか使用）

●（どちらか使用）


